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プラグイン検索サイトの登録と解除

サイトの自動登録
Railsには既定のプラグイン検索サイトとして、http://dev.rubyonrails.com/svn/rails/

plugins/が登録されています。しかし、第8日1時限目でインストール元に指定したRick
Olson氏のtechnoweenie.stikipad.comのように、世の中にはいくつものプラグインを提供す
るサイトが存在します。
script¥pluginコマンドのdiscoverコマンドは、http://wiki.rubyonrails.org/

rails/pages/Pluginsに登録された、プラグインを提供するサイトのリストをリポジトリに
組み込みます。
discoverコマンドを実行すると、まだ該当サイトがリポジトリに登録されていなければ
登録するかどうかが聞かれます。その場合、［Enter］キーの空打ちで登録（プロンプト
[Y/n] の大文字のYによって既定動作を示しています）、［n］キーに続けて［Enter］キー
を打つとスキップします。

C:¥InstantRails¥rails_apps¥memopad>ruby script
¥plugin discover
Add http://svn.techno-weenie.net/projects/
plugins/? [Y/n] ［Enter］キーを押すとYと同等
Add http://tools.assembla.com/svn/breakout/breakout/
vendor/plugins/? [Y/n]

:省略

discoverコマンドを実行してすべてのサイトを登録すると、（ネットワーク環境にもよりま
すが）listコマンドの実行が重くなります。そのため、この方法は正直なところ、あまりお勧め
はしません。むしろ、Googleなどを利用して「欲しい機能の英語 rails plugin」で検索したり
するほうがよいと思います。その過程で知ったよく利用するサイトを、sourceコマンドで登録
するとよいでしょう（次項参照）。

ワ ン ポ イ ント・アド バ イ ス

サイトの手動登録と削除
サイトのURIがわかっている場合は、sourceコマンドを利用して直接リポジトリへ登録で
きます。複数のサイトをまとめて登録する場合は、各URIを空白で区切って指定できます。

逆にunsourceコマンドを利用すると、登録済みのサイトを解除できます。sourceコマン
ドと同様に空白で区切って複数のURIを指定できます。

sourcesコマンドは、名前からsourceコマンドの複数対応版のように見えますが、こちら
は現在リポジトリに登録されているサイトの確認コマンドです。

C:¥InstantRails¥rails_apps¥memopad>ruby script
¥plugin source http://svn.techno-weenie.net/…省略…
Added 1 repositories.

C:¥InstantRails¥rails_apps¥memopad>ruby script
¥plugin unsource http://…省略…
removed: http://…省略…
Removed 1 repositories.

元々sourceコマンドが
空白で区切って複数の
URIを指定できるので、
「複数対応版」は必要あ
りません。

ヒ ン ト
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C:¥InstantRails¥rails_apps¥memopad>ruby script
¥plugin sources
http://dev.rubyonrails.com/svn/rails/plugins/
http://technoweenie.stikipad.com/plugins/
http://svn.techno-weenie.net/projects/plugins/

:省略

プラグインの検索、インストール、更新

入手可能なプラグインの一覧表示
script¥serverのlistコマンドを利用すると、現在リポジトリに登録されているサイトか
ら入手可能なプラグインを一覧表示できます。

プラグインの内容を調べる
これらのプラグインのうち、いくつかは名前から何をするものか見当がつくでしょう。
そうでないものについては、右側に出力されるURLを直接Webブラウザで開くか、または
左の名前にRailsのようなキーワードを加えて、Googleなどで検索してみてください。
なお、ここに示されているURIはプロジェクトのホームページではなく、Subversionと
いう構成管理ツールのリポジトリのルートディレクトリです。そのため、Webブラウザで
見ても、そっけなくファイル名やディレクトリが並んでいることがほとんどです。ただし、
ほかの開発者に利用されることを前提としているため、ほとんどの場合、ルートディレク
トリやdocディレクトリのような位置にREADMEファイルが置いてあります。したがっ
て、これらのプラグインの情報は、それらの文書を参照して得てください。

C:¥InstantRails¥rails_apps¥memopad>ruby script
¥plugin list
account_location              http://dev.rubyonrails.
com/svn/rails/plugins/account_location/
acts_as_list                  http://dev.rubyonrails.
com/svn/rails/plugins/acts_as_list/

:省略

discoverコマンドを利
用したりして多数のサイ
トをリポジトリに登録す
ると、listコマンドの反
応が非常に劣化します。
その場合は、気長に待っ
てください。

ヒ ン ト

listコマンドを実行すると、登録されたプラグインの数が結構な量であることに驚かれるかも
しれません。これは、Railsがプラグインの開発が容易なアーキテクチャになっていることや、
公開のためのリソースが用意されていることなどが理由でしょう（この点に関して筆者は、た
だただしさんがRubyで開発されたtDiaryという日記システムを連想します）。

ワ ン ポ イ ント・アド バ イ ス

プラグインのインストール
既に利用したinstallコマンドを利用すると、プラグインをプロジェクトに導入できます。
一度インストールしたプラグインを更新するには、updateコマンドを利用します。

updateコマンドは現在のプロジェクトにインストールされたプラグインの更新状態を取得
元のサイトに問い合わせて、もし更新されていたらインストールします。

C:¥InstantRails¥rails_apps¥memopad>ruby script
¥plugin update
Updating plugin: …省略…


